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この本を読んだあとは……
○ 書かれている言葉や図版をもとに、自分たちの地域にあるやきものと比べて考えてみ
てください。　○ やきものの魅力をほかの人に伝えられるような、自分にしっくりくる
言葉を探してみましょう。　○ 本書をポケットに入れて六古窯を巡り、現地の環境や
営みから、約1,000年続いてきた産地の時間を想像してみましょう。

六古窯を知る

①各産地の扉ページ

②各産地の特徴について、日本遺産構成文化
財と合わせて紹介しています。

③原材料や技法・技術、窯といった視点から、
やきものの特徴をとらえていきます。

④ 各産地がつくってきたやきものの歴史を、
現代に至る6つの時代ごとに紹介。

⑤ 6市町それぞれの担当学芸員による、やき
ものの可能性を読み解くコラム。

⑥ 六古窯を美術／考古の視点で見るための、
研究者による論考。ここでは各古窯を横断
して眺めてみます。

⑦ 六古窯日本遺産活用協議会クリエイティブ・
ディレクター選出の参考図書。六古窯の視点で
やきものについて考えるための書籍を紹介。

各古窯／産地を知る

はじめに

六古窯とは

越前焼
瀬戸焼
常滑焼
信楽焼
丹波焼
備前焼

参考文献リスト、執筆者一覧

中世の壺と瓶ー「宝瓶」としてのイメージ
荒川  正明
（学習院大学文学部 教授）

中世六古窯への誘い
井上 喜久男
（元愛知県陶磁資料館  館長補佐）

六古窯を知るためのブックリスト

本書は、大きく2編に分かれ、前半では六古窯それぞれの
特徴を、後半では六古窯全体のことを俯瞰して紹介してい
ます。産地・古窯ごとに比較し、共通している部分や、固有の
魅力を探してみましょう。

この本の読み方

①

③

⑥

⑤

②

④

⑦
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　2017年春、文化庁から日本遺産の認定を受け、

六
ろっこよう

古窯日本遺産「旅する、千年、六古窯」プロジェ

クトが立ち上がりました。

　全国に6つある産地の連携を深め、国内はもと

より海外にも六古窯の魅力を伝えるべく、Web

サイトやタブロイド紙、インタビュー映像などのメ

ディアを制作。日本遺産認定自治体の観光振興を

主な目的としつつも、訪れる人を迎える産地の

担い手や住まう人々が、地域固有の歴史や文化に

改めて目を向ける機会となるよう、さまざまな事業

に取り組んでいます。

　そのなかで「六古窯ってなに？」と聞かれること

が多々あります。その全貌を正確に答えることは、

ほとんどの人にとって難しいことでしょう。それは、

日本列島に点在する産地が人やもの・技術を介して

交流しながら、中世から現在まで約1,000年続く

圧倒的な時間のなかで、時代の要請に合わせて

やきものをつくってきたという、複雑な関係性に

答えがあるからです。

　そこで、産地で活動するつくり手や伝え手に

向けて、六古窯の各産地を紹介するガイドブックを

制作しました。六古窯の起源や変遷を紐解き、各古

窯の場所、原料となる土や成型・焼成技術、器種

などについての共通点や特異点を可視化し、各

古窯を横断・比較しながら、六古窯の全容を知る

ことのできる内容となっています。

　本ガイドブックは、六古窯各産地の学芸員に

協力いただき、完成しました。六古窯について

もっと知りたいという人は、ぜひ学芸員が所属

するそれぞれの美術館や資料館を訪ねていただき

たい。そして、各産地での体験をまた別の人に

伝えていただきたいと思います。一度きりの観光

では終わらない、産地間の新たな交流を生み出す

きっかけとなれば幸いです。

六古窯日本遺産活用協議会

は
じ
め
に
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　日本人とやきものの関わりは縄文時代に

遡ります。やきものは、食糧の保存や調理な

どの生活用具や祭祀用具など、人間の営みに

必要不可欠なものとして文明を築き、分野を

超えて、さまざまな文化を深めてきました。

　「日本六古窯（にほんろっこよう）」は、古来の陶磁

器窯のうち、中世から現在まで生産が続く

代表的な6つの産地（越前・瀬戸・常滑・信楽・丹波・備前）

の総称です。1948年頃、古陶磁研究家・小山

冨士夫によって命名され、2017年春、日本遺産

に認定されました。それを機に6市町＊では、

六古窯日本遺産活用協議会を発足。1,000年に

わたり、各産地にて育まれてきた技術・文化を

見つめ直し、また俯瞰した視点で、改めて、

六古窯の魅力を掘り下げています。

　「旅する、千年、六古窯」プロジェクトは、

“やきもの”を通して、人間の根源的な営み、

人と自然との関わり、ものづくりの根源を再

考する取り組みです。1,000年という時をかけ

て育まれてきた 6つの産地にある「火と人、

土と人、水と人が出会った風景」を通して、

千年先の未来を思い描きたいと思います。

＊六市町

越前焼：福井県越前町　瀬戸焼：愛知県瀬戸市　常滑焼：愛知県常滑市
信楽焼：滋賀県甲賀市　丹波焼：兵庫県篠山市　備前焼：岡山県備前市

瀬
戸
焼

常
滑
焼

信
楽
焼

越
前
焼

丹
波
焼

備
前
焼



越前焼

瀬戸焼

常滑焼

信楽焼

丹波焼

備前焼

p.10

p.20

p.30

p.40

p.50
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各
古
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／
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面　積：153.15k㎡
総人口：21,661人　※平成 31（2019）年1月現在

名　産：窯業、越前水仙、たけのこ、しいたけ、ピー
マン、きゅうり、米、越前がに、越前がれい、へしこ、
豆腐、マリンバほか

古来より越前がに、越前雲丹の主産地で、その美味風
味は全国にうたわれ、越前岬は日本海航路の道しるべ
として有名であったため、希望に満ち、将来の発展を
期して越前町と選定した（『越前町史』より）。また、平成
17（2005）年に4町村（朝日町、宮崎村、越前町、織田町）が
合併した際に旧越前町の町名を踏襲した。

福井県越前町

 ECHIZ　EN 
 WARE

dataECHIZEN WARE
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　越前町は、福井県の嶺北地方西部に位置するまち。

日本海に面し、越前市、鯖江市、南越前町、福井市と
隣接しています。大半が丹生山地に属し、沿岸部

から北部にかけて500メートル級の山々が連なる

地域です。越前のやきものの起源は約1,500年前

にまでさかのぼりますが、産地としてのはじまりは

約850年前の平安時代末期。現在までに200基

以上の窯跡が発見されており、主に壺や甕
かめ

、擂鉢、

舟徳利、お歯黒壺といった日常雑器を中心に生産

していました。中世には、越前海岸に近い立地で生

産された商品は、北前船によって北は北海道、南は

島根県まで広まり、北陸最大の窯業産地として発

展。しかし、明治時代に入り、水道の普及や磁器製

品が広まるにつれて需要が落ち込み、衰退した時

期も。その後、地元の古窯研究者・水野九右衛門と、

日本を代表する陶磁器研究者・小山冨士夫が行っ

た調査研究により、昭和23（1948）年、六古窯のひとつ

として数えられ、全国に知られるやきものとなりま

した。また、昭和45（1970）年からはじまった越前陶芸

村の建設により、窯元数及び生産額が飛躍的に増

加し、産地再興を図ることに成功しました。昭和61

（1986）年には国から伝統的工芸品として指定を受

け、古くからある技術を継承するとともに、多くの

陶工が新しい越前焼の創作に取り組んでいます。

about

福
井
県
越
前
町

北
陸
最
大
の
窯
業
産
地

ECHIZEN WARE

神明ヶ谷須恵器窯跡 4

7

5

8

越南窯

越前窯跡群 北釜屋甕墓

中世・近世の越前焼生産の実態を示す遺跡。
町内に200基を超える窯跡が存在する。
写真提供：越前町織田文化歴史館

越前焼以前の須恵器生産の実態を示す遺跡。
窯体が覆い屋で保存されている。
写真提供：越前町

瀬戸の加藤唐九郎の指導により築窯した、幻
の登窯。
写真提供：越前町

越前焼生産に従事していた職人の墳墓。甕を
墓標とするなど、全国でも希有な事例。
写真提供：越前町織田文化歴史館

1.越前焼（※付近一帯）

2.劔神社本殿

3.陶芸越前大がめ捻じたて　
　成形技法

4.神明ヶ谷須恵器窯跡

5.越南窯

6.劔神社文書

7.越前窯跡群（※付近一帯）

8.北釜屋甕墓

9.三筋壺

10.越前赤瓦

11.越前瓦（※付近一帯）

鬼ケ岳

三床山

鳥ヶ岳六所山

若須岳

城山

至鯖江

日　

本　

海

305

365
2

6

8
3

10

9

4 5

至
敦
賀

 日本遺産構成文化財
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　越前焼は東海地方の技術を導入して

12世紀後葉に開窯し、主に壺・甕・擂鉢

などの日常雑器を焼締で生産していま

した。室町時代後期には日本海側で

最大の窯業地に発展しましたが、全国

的に茶陶の生産がはじまる桃山時代

にも越前では日常雑器の生産を続けて

いました。権力者・知識人のために茶

陶の生産を行わなかったことは越前焼

衰退の遠因とされますが、一貫して民

衆のために生産された越前焼には素

朴な美しさがあります。江戸時代に

なると焼締よりも効率的に生産できる

ように赤土を表面に塗るようになり、

藁
わらばいゆう

灰釉による装飾も行われました。

越前焼 お歯黒壺
所蔵・写真提供：福井県立越前古窯博物館

越前焼 大壺
所蔵・写真提供：福井県立越前古窯博物館

越
前
焼
の
特
徴

feature

腰が強く耐火度も高い越前の土はよく焼き締まる性質

があるので、大壺・大甕のような大型製品の生産に適して

います。陶土の採掘場所と窯跡の場所には相関がなく、

江戸時代までは特定の3ヶ所から採取した「山土」を

用いていました。江戸時代初頭になると、田から採取した

「田土」へと変わりました。

ECHIZEN WARE

「ねじたて技法」と「ねじたてロクロ技法」の2つの技法

があります。「ねじたて技法」は

陶工が粘土紐を持って周囲を

回りながら円筒状に積み上げ、

「はがたな」と呼ばれる木ごてで

薄く引き伸ばす作業を何度も

繰り返して形づくる技法です。 8代目藤田重良右衛門
写真提供：福井県立越前古窯博物館

中世までは赤褐色の地肌と緑色の自

然釉を特色とする「焼締」を主体とし

ていました。江戸時代初頭には鉄分を

多く含む赤土を表面に塗り、焼締より

短い焼成時間でも水漏れを防ぐ工夫

が施されるようになりました。 越前焼 壺
所蔵・写真提供：福井県立越前
古窯博物館

東海地方の瓷
し き

器系窯の構造と酷似

する窖
あながま

窯を用います。開窯期の平安

末期には10メートル程度だった窯の

全長は生産がピークに達する室町

時代後期には25メートル前後にまで

大型化し、火の回りを良好に保つため

傾斜も急になりました。
水上2号窯
写真提供：福井県立越前古窯
博物館

技 　 術

窯

越
前
焼 

大
甕

所
蔵
・
写
真
提
供
：
福
井
県
立
越
前
古
窯
博
物
館

技 法

原 材 料
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越
前
焼
の
歴
史

historyECHIZEN WARE

越前窯の開窯
平安時代末期

10世紀初頭に須恵器窯が閉窯すると、
越前では陶器生産が途絶えます。再び
窯業が活発になるのは12世紀後葉のこ
とで、東海諸窯の技術を導入して越前窯
が開窯します。当初は天王川東部丘陵の
越前町小曽原周辺に窯が築かれ、小規模
な生産が行われていました。

越前赤瓦の誕生
江戸時代

17世紀中葉、新たに瓦の生産がはじ
まりました。越前の瓦は鉄分を含む土
壌を水に溶いた釉薬を用いることで
赤黒く発色し、「越前赤瓦」と呼ばれ
ます。後に造瓦技術は東北地方にまで
及び、北海道函館市の箱館奉行所の
屋根にも越前赤瓦が葺かれています。

大量生産の志向
戦国時代

「越前焼」の命名
現代

戦国期の城下町建設に伴う需要の
高まりに応じるべく、越前窯では巨大
な窯体を築き、さまざまな技術革新が
図られました。生産体制も一新され、
この頃には北海道から島根県までの
日本海側一帯に製品が流通し、越前は
北陸最大の窯業産地となります。

第二次世界大戦後に窯業試験場が
開設されると、陶土の開発を積極的に
行うなど窯業生産の機運が再び高ま
ります。この頃、「小曽原焼」「織

お た

田焼」
など地域によって名称が異なる陶器
について「越前焼」と命名され、全国
にその名が定着していきました。

「白いやきもの」を求めて
明治～昭和時代

平等村に築かれた登窯で越前焼の協同
生産が行われる一方、明治時代になると
陶業振興や技術革新が図られます。「白
いやきもの」である磁器生産を目指し、
宮崎村小曽原の山内伊右衛門は日渉園
の設立に参加し、平等村の吉田長兵衞は
葵園を開窯しました。

越前焼 三筋壺
所蔵：越前町教育委員会　写真提供：越前町織田文化歴史館

越前赤瓦
所蔵：越前町教育委員会　写真提供：越前町織田文化歴史館

白磁金彩花鳥文花瓶 葵園
所蔵：劔神社　写真提供：越前町織田文化歴史館

福井県立越前古窯博物館
写真提供：福井県立越前古窯博物館

生産の本格化
鎌倉・室町時代

13世紀になると操業地は天王川西部丘
陵に移り、壺・甕・擂鉢を中心に日常雑
器が生産されました。鎌倉時代には水
注・水瓶・経筒など宗教的色彩の濃い製
品もつくっています。室町時代にかけて
窯体の規模は次第に大きくなり、生産量
が上昇していきました。

越前焼 双耳壺
所蔵・写真提供：福井県陶芸館

劔大明神領分平等村田畠居屋敷指出状
所蔵：劔神社　写真提供：越前町織田文化歴史館



　越前焼は江戸時代から衰退がはじまり、終戦後の織田村（現越

前町）では窯元1軒を残すのみとなっていた。この危機を救った

のが、越前古窯研究の第一人者であった水野九右衛門（1921 -

89年）である。水野は高校教諭として教鞭をとる傍ら、窯跡の調

査・編年等の研究を行った。その結果、越前古窯が平安末期に

遡ることが明らかとなり、小山冨士夫（1900 - 75年）が「越前は瀬

戸・常滑・信楽・丹波・備前と匹敵する」と発表して「日本六古

窯」の概念に発展する。「越前焼」の名称は水野と小山、北野七

左衛門（1912 - 89年）らが考案したものである。（一瀬）

　その北野は織田村に「八劔窯」（後に「北

窯洞」）を開く窯元であった。当初は絵付を

施した作品をつくっていたが、次第に元来

の越前焼のような土味を生かした風合い

で、手びねりの作品に変わっていく。

　芥川賞作家の津村節子氏（1928年-）は、

故郷の福井県を題材にした小説「ふるさと

5部作」の1作目として、越前焼窯元をめざ

す女性を主人公に『炎の舞い』を書いた。こ

の小説に登場する古越前研究者の水谷先

生は水野を、老陶芸家の萩野庄右衛門は

北野をモデルとしている。（小辻）

越前焼を六古窯にした立役者

ECHIZEN WARE

小辻  陽子

一瀬  諒
越前町織田文化歴史館 学芸員

福井県立越前古窯博物館 学芸員

越前焼の魅力、その可能性

北野七左衛門
写真提供：北野左京氏

水野九右衛門
写真提供：福井県立越前古窯博物館

essay
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面　積：110. 40 km²

総人口：129,754人　※平成31（2019）年1月現在

名　産：窯業、赤津焼（伝統的工芸品）、瀬戸染付焼（伝
統的工芸品）、セトノベルティ、碍

がい し

子、ファインセラミック
ス、ガラス工芸品、瀬戸焼そば、ごも飯、瀬戸の豚など

陸地の通路が狭く、谷と谷が向かい合わせの土地
「背戸」が由来と言われ、「陶所」=「すえと」が転じて
「瀬戸」になったという俗説もあり。周囲を標高100

～300メートルの小高い山々に囲まれ、気候も温暖。

愛知県瀬戸市
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SETO WARE about

　約1,000年前から一度も途切れずやきものの

生産を続けてきた、世界的にも稀有な産地。日本で

陶器一般を指す「せともの」という言葉は、長い

歴史のなかで、やきものづくりを牽引してきた瀬戸

焼からきています。瀬戸焼の起源は、5世紀後半に

現在の名古屋市・東山丘陵周辺で、須恵器の生産を

行っていた猿
さなげよう

投窯。丘陵地帯には瀬戸層群と呼ば

れる地層があり、やきものの原料となる良質の

「木
き ぶ し

節粘
ね ん ど

土」「蛙
がいろめ

目粘
ね ん ど

土」や、ガラスの原料となる

珪砂を採取することができました。山間地帯には、

松などの樹林が広がっており、瀬戸の恵まれた自

然が窯業発展の大きな支えとなってきたのです。

12世紀終わりには古瀬戸の生産がはじまり、当時

国内唯一の施釉陶器生産地として、四耳壺、瓶子、

水注がつくられました。19世紀に入ると磁器の生産

もはじまり、アメリカへの輸出や万国博覧会への

出品など、海外との交流が盛んに。また、それに

よって染付の顔料となる酸化コバルトや石膏型に

よる成形法など西洋の技術が取り入れられました。

近代化に伴う鉄道の敷設などのインフラ整備が

進むとともに、窯道具を利用した「窯垣」が広がり、

陶都瀬戸ならではの景観が形成されました。現在も

時代の変化とともに移り変わっていく生活様式に

対応して、食器やノベルティ、自動車の部品など、

多種多様な製品を生み出し続けています。

愛
知
県
瀬
戸
市

〝
せ
と
も
の
〟
を
担
う
、
世
界
屈
指
の
産
地

8 10窯垣の小径 やきもの祭り

洞の生活道路として、また、窯の燃料や製品を
運ぶ産業道路として活用された道。

瀬戸窯跡 小長曽陶器窯跡 3 6古瀬戸瓶子

室町時代の古瀬戸を生産した赤津の窯跡。その
300年後、尾張藩の命で茶陶を生産。

鎌倉時代中期、古瀬戸前期に生産。武家の都で
ある鎌倉に運ばれた製品の代表格。

瀬戸を代表する陶磁祖を称える「せと陶祖ま
つり」（4月）、「せともの祭」（9月）。

1.陶土・珪砂採掘場

2.広久手第30号窯跡

3.瀬戸窯跡 小長曽陶器窯跡

4.瀬戸窯跡 瓶子陶器窯跡

5.陶製狛犬

6.古瀬戸瓶子

7.窯垣

8.窯垣の小径

9.赤津瓦（集中地区）

10.やきもの祭り

 日本遺産構成文化財

東
海
環
状
自
動

車
道

248

155 猿投山

せと赤津 I.C

山口駅

尾張瀬戸駅

瀬戸口駅

矢田川

至
豊
田

至
土
岐

1

6

5
10

8

2

9
4

3
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SETO WARE

　中国陶磁を彷彿とさせる白い素地

が特徴。陶土採掘場から採集される木

節粘土と蛙目粘土は、耐火性が高く

可
か そ せ い

塑性に富み、粘土中には鉄分がほぼ

含まれないことから白いやきものをつ

くり出すことが可能です。それを活かし

たさまざまな施釉製品が生み出され、

瀬戸焼の特徴となりました。白い陶器

素地に大胆な筆使いで鉄絵を施し、灰

釉を掛けて焼成した馬の目皿や鉄絵

皿、多彩な釉薬を掛け分ける本業焼、白

い磁器素地に青く発色するコバルト顔

料（呉須）で絵付を施し、その上に透明な

釉薬を掛けて焼成する瀬戸染付など、

多様な技法が用いられています。

石炭窯
所蔵：瀬戸蔵ミュージアム　写真提供：瀬戸市

染付鳳凰文炉縁
所蔵：瀬戸蔵ミュージアム　写真提供：瀬戸市

瀬
戸
焼
の
特
徴

feature

木節粘土は、その優れた可塑性が特徴で、微細な石膏型

の凹凸を写し取ることができます。蛙目粘土は、含まれ

る珪砂が反射で光ることからこう名付けられ、粘土と分

離された珪砂はガラス原料と

して利用されています。また釉

薬原料である鬼板や岩呉須な

ども砂礫層に含まれます。こう

した優れた原材料が瀬戸窯業

を支えています。 陶土・珪砂採掘場（2004年撮影）
写真提供：瀬戸市

瀬戸で最初に用いられた釉薬は木灰を原料とする灰釉

です。その後中世になって鬼板など酸化鉄を用いた

鉄釉が始まり、調合技術の発展により、黄瀬戸や錆釉

などが登場します。近世初頭には銅を呈色材とする

緑釉や長石主体の志野釉が茶陶類を彩り、近世後期の

染付製品にはイス灰などを原料とする透明釉が用いら

れます。近代になると、銅版転写や人工呉須など西洋

からの技術や原料が導入され、量産化が進められます。

古代から中世にかけては、丘陵斜面をトンネル状に

掘った地下式の窖
あながま

窯で焼成され、

施釉陶器には降灰を防ぐため

匣
えんごろ

鉢が用いられます。地上式の

大窯になると、匣鉢内に製品を

複数組み合わせ、高く積み上げる

窯詰め方法が考案され、近世に

おいては連房式登窯が導入され、

量産に適した窯詰め方法が工夫

されています。 古窯（瀬戸染付工芸館内）
写真提供：瀬戸市

原 材 料

施 釉 技 術

窯

鉄
釉
仏
花
瓶

所
蔵
：
瀬
戸
蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
写
真
提
供
：
瀬
戸
市



26　　27

SETO WARE

瀬
戸
焼
の
歴
史

瀬戸窯の開始と灰釉陶器の生産
平安時代後期

10世紀後半の猿投窯の拡散に伴い、瀬
戸市南部でも灰釉陶器窯の操業がはじ
まります。焼成器種は碗・皿類を中心に
瓶・壺類などもみられ、緑釉陶器の素地
なども焼かれていました。11世紀後半
になると、量産化に伴い粗雑化し、碗・
皿類が主体の生産となっていきます。

「せともの」の成立
江戸時代

美濃に移っていた陶工が、尾張藩の成立
とともに瀬戸へ呼び戻されます。しかし
肥前磁器や京焼など新たな窯業地が
出現し、瀬戸は高級陶器から日用陶器の
生産地へ変化します。19世紀に入ると
磁器生産も開始され、その広がりととも
に「せともの」の名が定着します。

「山の窯」から「里の窯」へ
室町・戦国時代

陶都瀬戸
現代

室町時代後半、大名や町衆など新たに
勃興してきた階層の需要に応じ、碗・
皿類をはじめとする高級食器類や茶陶
類などが量産されます。窯は量産に対応
した地上式の大窯が登場し、それまで丘
陵内に拡散していた窯場が集落近くへ
集中するようになります。

明治中期には陶器学校や窯業試験場の
開設、鉄道開業による輸送体制の拡充
など近代窯業地としてのインフラ整備が
進みます。大量生産のための機械化や
石炭窯などの導入も進み、窯元や職人が
集まる「陶都」として、今に至るまちの
景観が形成されます。

灰釉縄手付瓶
所蔵：瀬戸蔵ミュージアム　写真提供：瀬戸市

馬の目皿
所蔵：瀬戸蔵ミュージアム　写真提供：瀬戸市

せともの祭
写真提供：瀬戸市

昔田窯跡
写真提供：瀬戸市

山茶碗と古瀬戸
平安末～室町時代

11世紀になると東海地方の灰釉陶器窯
は施釉技法を放棄し、無釉の山茶碗生産
に移行します。12世紀末になると瀬戸
窯では「古瀬戸」と呼ばれる中国陶磁を
モデルとした施釉陶器の生産が市域南
部ではじまり、中世では国内唯一の施釉
陶器産地として発展していきます。

灰釉菊印花文四耳壺
所蔵：瀬戸蔵ミュージアム　写真提供：瀬戸市

世界にはばたいた瀬戸焼
明治時代

明治時代になると、輸出用陶磁器の開発
が積極的に進められます。欧米を中心に
開催されていた万国博覧会へ出品され
た瀬戸の製品は、数多くの賞を受け、高
い評価を得ています。また、これを契機
にヨーロッパの製陶技術や原料が導入
され、技術革新が進みました。

染付花鳥図獅子鈕蓋付大飾壺
所蔵：瀬戸蔵ミュージアム　写真提供：瀬戸市

history



SETO WARE

　瀬戸には2人の創業者がいる。「陶祖」と「磁祖」である。陶祖

は藤四郎（加藤四郎左衛門景正）といい、曹洞宗の開祖道元と共に宋

に渡り、製陶技術を習得して帰国し、瀬戸の地で良土を発見して

開窯したとされる伝説上の人物である。一方、磁祖は加藤民吉と

いい、文化年間に九州の天草や佐々で製磁技術を習得し、帰郷し

て瀬戸の製磁技術の改良に貢献したとされる

実在の人物である。陶器と磁器を共に生産し

ている瀬戸ならではの創業伝説であるが、共

通しているのは、いずれも製陶技術を外からも

たらした者として顕彰されている点である。

　瀬戸は千年余の伝統を保ちつつも、その画

期において、外から人や技術・様式を受け入

れてきた。また、古代の灰釉陶器からはじまる

その歴史のなかで、中国陶磁やノベルティ、京焼、肥前磁器など

海外や他産地の人気製品をモデルとし、時代の需要に応じ、優れ

た施釉陶磁器を生産してきた。こうした歴史が瀬戸焼の多様性

を形成し、「瀬戸でつくれないものはない」とまで言われるよう

になった。この多様性こそ産地としての魅力であり、さまざまな

個性を持ったツクリテを受け入れて育み、必要とする土や技術を

提供しつづけてきた瀬戸の風土そのものである。2つの創業伝説

は、まさにこの瀬戸焼の多様性を象徴している。

陶祖と磁祖、2つの創業伝説

服部  郁
瀬戸市文化課 主幹

瀬戸焼の魅力、その可能性

加藤民吉像
所蔵：窯神神社　写真提供：瀬戸市

essay
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TOKON AME 
WARE

dataTOKONAME WARE

面　積：55.90k㎡
総人口：59,086人 ※平成31（2019）年1月現在

名　産：窯業、米、菊、卵、キャベツ、イチゴ、イチジク、
海苔、アサリ、酒、味噌、醤油ほか

「常＝床、地盤」「滑＝滑らか」が地名の由来といわ
れている。旧市街にはレンガ煙突が点在し、窯業で
栄えた街並みが残る。常滑焼の即売市「常滑焼ま
つり」や、酒蔵開放、春の山車まつりには多くの観光
客が訪れる。

愛知県常滑市
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about

　常滑市は愛知県知多半島のほぼ中央に位置する

南北に細長い市で、西は伊勢湾に面し、東は丘陵地が

続いています。気候は年間を通じて温暖で、適度な雨

量もあります。豊かな恵みは、古くから窯業や漁業、

農業などの産業を育んできました。平成17（2005）年

には中部国際空港が開港し、「やきものと空港の

まち」としての独特な都市景観を形成しています。

　常滑市域に連なる丘陵には、第三紀鮮新世後半

（600～200万年前）に東海湖と呼ばれる堆積盆地の

堆積物によって形成された常滑層群が存在して

います。この常滑層群は今日まで常滑焼を続ける

ことができた陶土の源泉ともいえます。

　12世紀初頭からはじまったとされる中世常滑窯

では、碗・皿類、壺・甕
かめ

・鉢類を中心に瓦や陶
とうけん

硯、

陶
とうすい

錘、羽釜、五徳など多様なやきものを生産してい

ました。戦後の大規模な開発工事などによって多く

の古窯が消滅してしまいましたが、築かれた窯は

3,000基以上も存在していたと考えられており、中世

最大の生産量を誇っています。知多半島でつくられ

た無数のやきものは船を用いて全国へ運ばれ、北

は東北、南は九州に至るまで広範囲に分布していま

す。江戸時代になると、急須や徳利などもつくら

れるようになり、明治・大正時代には、土管や衛生

陶器、テラコッタ、タイルなどの建築陶器が盛んに

つくられるようになっていきます。

about

愛
知
県
常
滑
市

つ
く
り
手
の
息
づ
く
ま
ち

TOKONAME WARE

1.やきもの散歩道の文化的景観

2.常滑の陶器の生産用具・製品

3.登窯

4.無形文化財  常滑焼の製作技術

5.篭
かごいけ

池古窯

6.高坂古窯址群

7.鯉
こいえ

江方
ほうじゅ

寿翁家の墓

8.窯のある広場・資料館

9.旧瀧
たきた

田家
け

住宅

5 9篭池古窯 旧瀧田家住宅

平安時代末期に使用された窖
あながま

窯で、山茶碗･
壺･甕などが生産された。
写真提供：とこなめ陶の森

江戸時代から明治時代にかけて活躍した廻船
問屋瀧田家の邸宅。
写真提供：常滑市

やきもの散歩道の文化的景観 1
土管や焼酎瓶を土留に再利用した景観を楽
しむことができる散策路。
写真提供：常滑市

2常滑の陶器の生産用具・製品

とこなめ陶の森資料館で展示されている国指
定重要有形民俗文化財。
写真提供：とこなめ陶の森

 日本遺産構成文化財

南
知
多
道
路

至
名
古
屋

知多横
断道
路 セント

レアライン

半田 I.C

半田中央
JCT, I.C

西ノ口駅

蒲池駅

榎戸駅

多屋駅

常滑駅

中部国際空港駅

りんくう常滑駅

伊　

勢　

湾

155

本宮山

5

9
1 2
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知多半島は東西と南が海に面しています。窯が築かれ

た丘陵地と海の距離が近かったため、常滑焼は廻船を

利用して効率良く日本各地に運ばれました。江戸時代

から明治時代にかけて廻船業

を営んでいた瀧田家は、常滑

焼の出荷などにより伊勢湾周

辺地域と大阪や江戸を結ぶな

ど、当時の人々の生活や経済

を豊かにしました。

常
滑
焼
の
特
徴

featureTOKONAME WARE

常滑港からの出荷の様子
写真提供：常滑市

平安時代末期から現在まで大型の壺や甕をつくる技術

が受け継がれています。「ヨリコ」と呼ばれる直径が約

10センチメートルの棒のように太い粘土紐を使って

成形することから「ヨリコ造り」と

呼ばれています。常滑のつくり手はロ

クロを使わずに、ヨリコを肩に担ぐ

ようにして粘土を積み上げていくの

が特徴です。つくり手は甕の周りを

ぐるぐると後ずさりするようにして、

ヨリコを積み上げていきます。 ヨリコ造りの様子
写真提供：とこなめ陶の森

平安時代末期の「窖
あながま

窯」は、斜面にトンネル状の穴を

掘って築窯されています。壺や甕などの製品のほかに

山茶碗や小皿なども生産されています。15世紀後半に

は、「大窯」が築かれ、壺・甕・

鉢が主な製品となりました。

江戸時代後期には、「連房式登

窯」が瀬戸から導入され、高温

焼成による甕類の大量生産が

はじまりました。 槍場・御林古窯
写真提供：とこなめ陶の森

　常滑焼といえば、多くの人が明赤褐

色のやきものを思い浮かべます。それ

らの代表的なやきものは急須、干支の

置物などがあります。なかでも朱泥焼

の急須は全国的に知られており、多くの

茶人に愛されています。

　常滑が全国に先駆けて朱泥を開発

したのは江戸時代末期のことですが、

もともとは壺や甕などの土味を生か

した粘土を特徴としています。その理

由は、常滑焼の土が鉄分を多く含み、

低火度でも焼き締まりやすいことに

あります。そのため、食器よりも壺や

甕といった貯蔵用のやきものに適し

ていました。

鯉江方寿翁の陶像
写真提供：とこなめ陶の森

朱泥急須 三代 山田常山
所蔵：個人　写真提供：常滑市

常滑西小学校の陶壁　写真提供：とこなめ陶の森

窯

技 法

流 通
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常
滑
焼
の
歴
史

常滑焼のはじまり
平安時代末期

常滑焼のはじまりは平安時代末期で、
知多半島の丘陵地に窯が築かれました。
粘土を焼き締めた山茶碗や小皿、鉢、壺、
甕が主な生産品です。当時の窯は窖窯
と呼ばれ、その数は知多半島全域でも
3,000基以上とも言われています。

急須の登場
江戸時代後期

急須のはじまりは江戸時代後期です。
安政元（1854）年には、朱泥急須が完成し
ました。昭和時代には、鋳

い こ

込みを中心に、
ろくろや手びねりなどの技法によって
も急須がつくられています。その後、急
須はどの家庭にもあるほどに私たちの
生活に定着していきました。

時代と窯の変遷
室町時代～江戸時代

建築陶器による装飾
大正時代

窖窯は15世紀後半に半地下式の大窯
へと改良されたと考えられています。
この時代の製品には白く濁った自然
釉が掛かっています。江戸時代後期
には、鯉

こ い え

江方
ほうきゅう

救・方
ほうじゅ

寿親子が連房式
登窯を導入し、高温焼成のやきものを
大量生産できるようになりました。

大正12（1923）年に竣工した帝国ホテル
（F.L.ライト設計）は、内外を大谷石と常滑
焼のタイル・テラコッタが覆いました。
タイルやテラコッタは、煉瓦と比べて
軽く、地震の多い日本では、建築陶器
として隆盛していくきっかけをつく
りました。

自然釉猫描文大甕
所蔵・写真提供：とこなめ陶の森

朱泥急須（江戸時代後期～末期）
所蔵：個人　写真提供：とこなめ陶の森

近代土管の成立
明治時代初期

鯉江方寿は、木型を用いた土管を発明
しました。この土管が横浜の外国人居
留地における下水道管や、鉄道の敷設
時に採用されるなど、近代都市のイン
フラ整備には常滑焼の土管が大きく貢
献しました。

近代土管
所蔵・写真提供：とこなめ陶の森

テラコッタ（「帝国ホテル旧本館」）
所蔵：INAXライブミュージアム　撮影：梶原敏英氏

連房式登窯
写真提供：とこなめ陶の森

貯蔵具として使われた壺や甕
平安時代末期～鎌倉時代

壺や甕は水に限らず、酒や油の貯蔵具と
しても使われます。ほかにも、経筒外容
器や、被熱を受けた人骨が入った壺が発
見されるなど、幅広い用途に使われてい
たことがわかります。これらは、廻船を
利用して日本各地へ運ばれました。

焼酎瓶 初代 伊奈長三
所蔵・写真提供：とこなめ陶の森

history



TOKONAME WARE

　常滑の人々が「常滑焼を代表するやきものや魅力とは

何か」と聞かれたらどう答えるだろうか。おそらく、明快に

断言できる人は少ない。

　平安時代末期にはじまる常滑焼は、自然釉のたっぷり掛

かる甕や三筋壺、茶の湯で取り合わされた水指、江戸時代に

はじまる急須や酒器、明治時代から盛況する土管や火鉢、

大正時代のテラコッタや衛生陶器、戦後は陶壁やオブジェ、

ノベルティ、干支の置物、招き猫など多様なやきものを

つくってきた産地であるが故に決めることは難しい。

　「常滑」というまちを俯瞰してみると、いつの時代もその

ときに求められるやきものをつくってきたともいえる。近代以前

の甕は水や油の貯蔵だけでなく、醸造や藍染など暮らしを

支えていく上で、身近であり、必要な道具であった。近代以降の

建築陶器を中心に、見えない部分で人々の生活を支えている。

　それと同時に、やきものが絶え間なく生産されてきた常滑

の風景も陶の文脈のなかで考える必要がある。常滑のまちへ

一歩踏み出すと、まちを彩る陶の美しさや、居心地の良さ、

つくり手の息づかいといった言葉では表すことのできない

「やきものに接してきた人々の記憶」に触れることができる。

今もやきものが仕事であるまちの空気を吸うことで、やきもの

の魅力を感じることができる。

常滑焼を生み出したまち

小栗 康寛
とこなめ陶の森 学芸員

常滑焼の魅力、その可能性

いちき橋からみた常滑の風景（上：昭和時代・下：平成時代）

essay
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SHIGA RAKI 
WARE

dataSHIGARAKI WARE

面　積：481.62km²
総人口：90,942人　※平成31（2019）年1月現在

名　産：窯業、薬、朝宮茶、土山茶ほか

古く甲賀は、「鹿深」「甲可」と書き、いずれも「カフカ」
と呼称。信楽は、『正倉院文書』に「信楽」と表記され
ている。甲賀流忍者発祥の地。

滋賀県甲賀市
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about

　信楽焼の窯元を有する甲賀市は、滋賀県南部に

位置し、大阪、名古屋から100キロメートル圏内に

ある交通の要衝。水源涵養や水質保全に重要な、

琵琶湖の源流を保持しています。そのなかにある

信楽では、13世紀頃、常滑の影響を受けて開窯しま

したが、産地としての土壌は約6,500万年前、信楽

陶土の母岩となる花崗岩が山地に広がりました。

そして、約400万年前に、現在の伊賀付近には、か

つて琵琶湖の原型となる古代湖があり、約40万年

前に現在の位置まで北上したと言われています。

湖底には土砂や動植物の残骸などが堆積した古琵

琶湖層があり、そこへ花崗岩や流紋岩の風化物が

流れ込んで、やきものに適した粘土質が出来上がり

ました。また、信楽は四方を山に囲まれた土地ですが、

山越えや峠越えを経て、近辺の宇治や大阪、伊賀へ

とやきものを運ぶことができました。特に16世紀

より、当時列島最大級の消費都市・京都に最も近い

利点を生かし、やきものの供給を行うことで、産地

として興盛していったことも大きな特徴です。戦国

時代には茶の湯の道具として用いられたほか、近代

以降は茶器に限らずタイルや植木鉢、たぬきの置物

など、あらゆるやきものを製作。「形になるものは

何でもつくる」という伝統と創造が共存するたく

ましい産地で、今まで消費者のニーズに合わせて

多様な製品を生産してきました。

滋
賀
県
甲
賀
市

琵
琶
湖
の
恵
み
か
ら
生
ま
れ
た
産
地

SHIGARAKI WARE

10信楽火まつり（新宮神社）

古信楽 3 7古琵琶湖層

約400万年前に誕生した古代湖の底に堆積した
層。やきものに良質の土を採取できる。

室町時代後期、茶壺、蹲
うずくまる

、鬼桶水指が堺・奈
良・京都などの町衆に茶陶として評価された。

11陶器市（信楽陶器まつり）

毎年10月開催の陶器市。信楽焼の肌触りを
味わえるほか、甲賀市の物産展も同時開催。

やきものを焼く火に感謝し、松明を担いで、
愛宕山山上の愛宕神社に奉納する祭り。

1.信楽焼窯跡群

2.信楽焼

3.古信楽

4.江戸時代の信楽焼

5.近代信楽焼製品

6.岡本太郎作品

7.古琵琶湖層

8.信楽たぬき

9.窯元散策路

10.信楽火まつり（新宮神社）

11.陶器市（信楽陶器まつり）

 日本遺産構成文化財

近江
グリーンロー

ド

422

307

信楽駅

玉桂寺前駅

21
9
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featureSHIGARAKI WARE

　釉薬を施さずに約1,200～1,300度の

高温で焼き締めます。長石や硅石を

含んだ素地が明るい赤褐色に焼き上

がる火色（緋色）は信楽焼の最大の魅力

です。窯の火回りにより、変化が生まれ

た焼き肌には無限の美しさがあります。

降灰による淡緑色の自然釉と釉溜ま

りの「蜻蛉の目」がさらに美しい景色を

添えます。壺の肩には檜垣文が施さ

れることも。土に含まれた長石が溶け、

白いガラス状の粒となって土の表面

に出た「蟹の目」や「霰」、硅石が土中

から顔をのぞかせた「石ハゼ」も魅力

のひとつです。

信
楽
焼
の
特
徴

石ハゼ
提供：滋賀県立陶芸の森

蹲 （室町時代中期）
所蔵：滋賀県立陶芸の森陶芸館

土 信楽山地の母岩は花崗岩です。約400万年前には、

現在の伊賀付近に琵琶湖の原型となる古代湖があり、

約40万年前に現在の位置まで北上する間に、湖底には

土砂や動植物の残骸などが堆積し、古琵琶湖層が形成

され、さらに花崗岩や流紋岩の風化物が流れ込み、

やきものに適した粘土質の陶土が出来上がりました。

ざっくりとした肌合いの焼締だけでなく、施釉や大物

づくりにも適した汎用性の高い陶土です。

信楽焼の代表的な技法は中世にはじまる大物づくりと、

江戸時代以降に成立した小物づくりがあります。大物

づくりは粘土紐をねりつけて成

形します。適度に乾燥させた後、

上に積み上げる「くったて」と、

別々につくりひっくり返して

接合する「わんつぎ」の技法が

特徴です。小物づくりは水びき

ロクロで成形します。 大物づくり作陶（1970年頃）
撮影：ルイズ・コート氏

燃料は松の薪を用います。中世は窖
あながま

窯でしたが、江戸

時代になると連房式登窯が導入されます。戦後は火

鉢景気に沸き、大物を窯詰めす

るため焼成室は広くつくられ

ました。昭和30年代以降、重

油窯が導入され、後に普及した

ガス窯、電気窯が現在は中心

です。主に焼締陶を追究するつ

くり手は、薪を燃料とする窯を

使います。 金山遺跡（窯跡）1号窯
写真：『金山遺跡』より転載

技 法

焼 成

檜
垣
文
壺 

（
室
町
時
代
中
期
）

 

所
蔵
：
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
陶
芸
館
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信
楽
焼
の
歴
史

信楽焼のはじまり
鎌倉・室町時代

鎌倉時代中期に開窯した信楽焼は常
滑焼の技術的な影響を受けて生産が
はじまりました。14世紀に入ると窯
構造は発展し、製品も独自の方向性が
みられるように。山間の陸路を通じて
徐々に商圏を広げ、15世紀後半には
京都へと進出していきました。

火鉢景気と近代日本のものづくり
近代

明治時代になり金属製品の導入や他産
地との競合により不振に陥りました。不
況のなか、糸取鍋は製糸業の発展ととも
に需要を伸ばし、化学工業用の耐酸陶器
や汽車土瓶の生産が軌道に乗りました。
また海

なま こ

鼠釉の製法が解明され、戦後は
火鉢景気に沸きました。

登窯導入と施釉陶器の焼成
江戸時代

産業と芸術の調和と展開
現代

江戸時代に入り登窯が導入されると、
施釉陶器が焼成されはじめます。鉄釉
と白釉を上下に掛け分けた腰

こしじろ

白茶壺
のほか、18世紀中頃以降には、京焼の
影響を受けて小物づくりがはじまり、
小杉碗や神仏器、土瓶がつくられるよ
うになりました。

昭和30年代、つくり手が古信楽の再現に
取り組むようになります。昭和40年代は
岡本太郎の《太陽の塔》の裏の顔が制作
されるなど、芸術家が信楽を訪れるよう
になり、陶芸家が活躍するようになりま
した。現在の信楽は技術力と芸術性を
両輪にして発展しています。

信楽たぬき
近代

信楽たぬきが全国区となった理由は、
専門に焼く腕の良い陶工が活躍したこ
と、昭和天皇の行幸の際に沿道に日の
丸の旗を持たせた信楽たぬきを並べて
歓迎した様子が報道されたこと、また
石田豪澄が詠んだ「狸の八相縁起」と
ともに広まったと言われています。

長禄2年銘鉢・甕
所蔵：信楽窯業技術試験場　撮影：KENSE

火鉢が積み上がる
写真：『甲賀市史5巻』より転載

奉迎の狸
写真：信楽町『天皇陛下行幸記念』1951年 より転載

調和の広場
写真提供：大阪府

滋賀県立安土城考古博物館『大信楽焼展』
所蔵：甲賀市　写真：『甲賀市史5巻』より転載

茶陶信楽
室町・戦国時代

戦国時代の茶会記にみえる信楽焼として
は水指・建水・茶碗・茶壺などがありま
す。堺の茶人津田宗

そう

及
ぎゅう

は、京都の辻玄
げん

哉
さい

所持の鬼桶水指を銀百貫文で購入しま
した。また『茶具備討集』の茶壺の項目
には「滋賀楽壺」があがるなど、茶陶信楽
は珍重されました。

鬼桶水指 銘 紅かのこ
所蔵：滋賀県立陶芸の森陶芸館

history
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essaySHIGARAKI WARE

　信楽でやきものが焼かれるようになった要因はいくつか

あるが、やはり良質の土が採れることがあげられる。信楽の

原土は花崗岩が風化して粘土化したもので「蛙
がいろめ

目粘土」

「木
きぶし

節粘土」「実
みづち

土粘土」などがあり、それぞれ性質が異なる。

信楽焼に用いられてきた土は、長石や硅石粒をやや多量に

含み、鉄分が少ない白土である。粘り気があり伸びが良く

可
か そ せ い

塑性（形が自由に変化する性質）に富むことから成形しやすい。

適度な耐火度があり、焼くとざっくりとした温かみのある

質感が生まれるのも魅力だ。信楽の焼締の独特の風合いは

信楽の土でしか生み出せないのである。また精製すると薄

づくりにも向いている。このため信楽焼は大物から小物まで

時代に合わせたさまざまなやきものを生み出してきたのだ。

　江戸時代に活躍した京焼の名工・乾山（1663 - 1743年）の

技法書『陶工必用』には信楽土の使用についての記録が

あり、江戸時代の京焼でも信楽土を混ぜて用いていたことが

知られている。また、かの北大路魯山人（1883-1959年）も信楽

土を好んだひとりである。ざっくりとした質感、焼成すると

赤みが出る特徴を好み、織部や志野など多くの素地に信楽

土を混ぜて使っていたという。

　信楽の良質の粘土は、信楽焼はもちろんのこと、他地の

やきものをも陰ながら支えてきたスゴイ土なのである。

信楽の土はスゴイ！

大槻  倫子
滋賀県立陶芸の森 専門学芸員

信楽焼の魅力、その可能性
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 TAMBA
WARE

dataTAMBA WARE

面　積：377.59 k㎡
総人口：41,760人　※平成31（2019）年1月現在

名　産：窯業、丹波篠山黒豆、丹波篠山山の芋、丹波
栗、丹波松茸、丹波茶、丹波木綿など

慶長14（1609）年、徳川家康の命により、天下普請で
篠山城が築かれたことが地名の由来。秋から冬に
かけて丹波霧と言われる霧が農産物に好影響を
与える。民謡デカンショ節のふるさと。
※2019年5月1日に篠山市は「丹波篠山市」へ市名変更します

兵庫県篠山市
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about

　丹波焼のふるさとである立
たちくい

杭は、兵庫県篠山市

今
こんだ

田町に所在します。古代の国名でいうと、丹波国

ですが、西は播磨に、南は摂津と接し、ちょうど三国

の国境にあたります。この辺りを含む、播磨国から

丹波国にかけての広大な山地は、古代は摂津の

住吉大社の領地でした。領地であることを示すため

に丹波・播磨の国境に梅の木が植えられて、これを

「立杭」と呼んだことが、地名の由来だとも伝えら

れています。

　篠山市今田町に接する北摂の三田市は、古代より

須恵器の一大生産地であったとして知られていま

す。立杭で丹波焼が生産されるより以前から窯業

が盛んであったことから、その後の丹波焼の成立に

多大な影響を与えたことが想像できます。丹波焼は、

およそ800年前に三本峠周辺で焼きはじめられ、

やがて中世の窖
あながま

窯時代を経て、近世に登窯の時代

となり大量生産が可能になると、擂鉢などの製品が

江戸やその他の地域に搬出されるようになります。

その後も、江戸時代を通じて、壺や甕
かめ

、鉢、徳利など

の生活雑器が生産され、近代から現代にいたるまで、

その時々に求められた製品をつくり続けてきました。

　緑豊かな里山は、今も歴史の面影を残し、中世

から続く全国でも数少ない窯業地として伝統を

受け継いだ60軒ほどの窯元が、新しい作品を生み

出し続けています。

about

兵
庫
県
篠
山
市

三
国
の
国
境
に
生
ま
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4 5丹波立杭焼（作窯技法） 古丹波コレクション

国の記録作成等の措置を講ずべきものとして
選択された無形文化財に指定されている。

丹波焼古窯跡 2 3丹波立杭登窯　

三本峠周辺は丹波焼発祥の地とされる。写真
は兵庫県指定史跡の源兵衛山窯跡。

明治28（1895）年築窯といわれる現存最古の丹
波焼の登窯。（兵庫県指定重要有形民俗文化財）

丹波古陶館所蔵の草創期から江戸時代末期の
312点のコレクション。

1.丹波立杭焼

2. 丹波焼古窯跡

3. 丹波立杭登窯

4. 丹波立杭焼（作窯技法）

5. 古丹波コレクション

TAMBA WARE
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 日本遺産構成文化財

西寺山 愛宕山

天神岳

白髪岳

372

南矢代駅

篠山口駅

丹南篠山口 I.C丹波大山駅

下滝駅

古市駅

草野駅

藍本駅

篠山城跡
舞鶴若狭自動車道

176

5

1

3

2



54　　55

丹波焼の登窯は、山の斜面を利用して築かれた、約50

メートルにおよぶ長大な窯です。10室ほどの袋と呼ばれる
焼成室があり、幅は約1.5メートル、高さは約1メートルの
細長い窯で、その形状から蛇

じゃがま

釜ともいいます。特徴は、
①床面が階段状ではなく、スロープ状になっている、②横
から薪をくべる穴があり、焼成室が壁で分かれているの
ではなく土柱で仕切られている、
③煙出し部分は、レンガで市松
模様のように築かれており、その
形から蜂の巣と呼ばれている、
などがあげられます。

丹波焼の土は、中世は立杭周辺の山土が用いられたと
考えられており、江戸時代以前からいまの三田市西相野
周辺より採掘されていたことが、文禄3（1594）年の土取場
絵図などの文献資料からうかがい知ることができます。
現在は、三田市四ツ辻の山土と
篠山市弁天地区の田土を採土
したものを坏

はいど

土工場で混合した
原土が使用されています。

　丹波焼は、一般的には茶色の焼締

陶器のイメージですが、実際にはさま

ざまな釉薬が使われています。中世の

丹波焼は、窯の中で薪の灰が降りかか

り、溶けて緑色に変化した自然釉が

みどころのひとつです。江戸時代には、

灰釉だけでなく、鉄分の多い化粧土で

焼成し、美しく発色した赤
あ か ど べ

土部や、赤

土部を精製してつくった鉄釉の一種の

栗皮釉、白い化粧土をかけた白丹波な

ど、素晴らしい色合いが生まれました。

丹波焼は、素朴で親しみやすく、壺、甕、

擂鉢のほか、徳利、皿、丼、鉢、花瓶、

茶道具など、その時々に応じた多種

多様な製品が生産されています。

黒釉傘徳利 花遊印（江戸時代末期）
所蔵：丹波古陶館

坏土工場

蜂の巣（排煙部）

兵庫県指定重要有形民俗文化財の丹波立杭登窯（平成5年頃）

灰釉束柴形桶（江戸時代初期）
所蔵：丹波古陶館

丹
波
焼
の
特
徴

feature

古来より、丹波焼の形づくりは、紐状にした粘土を積み上
げていく紐づくりが基本です。小物であっても紐づくりで、
ロクロに置く土は、やきもの一個分のみという一品づくり
でした。江戸時代末期には、周辺の磁器生産から影響を受
けた板づくりや、昭和初期には、
石膏型に粘土を押し当てる型づ
くりによる成型技法なども用い
られています。また装飾技法とし
て、木葉を貼り付けた葉文、釘彫
文や貼付け文などがあります。 ロクロ成形技法

TAMBA WARE

原 材 料

技 　 法

窯
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丹
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丹波焼のはじまり
平安時代末期～鎌倉時代

赤土部の時代
江戸時代前半

赤土部とは、鉄分を多く含む塗土で、水
漏れ防止のために用いられていました
が、まもなく、器面を赤褐色に彩る化粧
土として用いられるようになりました。
この時期に赤土部と釘彫り、葉文などの
装飾技法を組み合わせた豊かな器面装
飾が開花しました。

中世から近世へ
桃山時代～江戸時代初頭

江戸時代に入ると、自然釉から人工
的に釉薬を施した施釉陶器へ変化し
ます。近世丹波焼のはじまりです。代
表的なものに茶壺があります。丹波
の名産として、唐物茶壺に類似した
ものから丹波独自の形のものまで、
さまざまなものが生産されました。

明治以降、色絵陶器の生産は減少し、
酒・醤油の徳利や樽型容器などが生産
され、昭和初期には民藝運動の柳宗悦
により、丹波焼の素朴さと実用性が再
評価されました。戦後の低迷期を経て、
昭和53（1978）年に丹波立杭焼が国の伝
統的工芸品の指定を受けました。

最古の窯のひとつである三本峠北窯
跡の発掘調査では、菊花文などの壺
片と常滑焼に似た甕片が出土しまし
た。このことから、丹波焼の成立に
は、古代以来の須恵器生産の技術を
基盤に、東海地方の窯業技術を受け
入れ成立したと考えられています。

三筋壺（平安時代末期）
所蔵：丹波古陶館

赤土部釉窯変油壺　吉兵衛
（江戸時代初期）
所蔵：丹波古陶館

色絵陶器の出現
江戸時代後半

篠山城近くではじまった王地山窯は磁
器を焼成し、その影響で丹波でも色絵
磁器や染付磁器を模倣した作品がつく
られるようになります。精緻な薄手の
器肌に、白土の化粧土と透明釉を掛け
絵付けが施された、いわゆる「白丹波」
と呼ばれる作品がその代表です。

色絵薊文蝋燭徳利 一此印
（江戸時代末期）
所蔵：丹波古陶館

灰釉四耳大壺
「たんはおのはらけんわ十年　きのへね　
つぼや久左衛門」刻　元和10（1624）年
所蔵：丹波古陶館

独自性の確立
鎌倉時代～室町時代

東海地方の強い影響を受け成立した
丹波焼は、室町時代に入ると、丹波独
自の作風を確立します。赤褐色の作品
が多くなり、その背景には焼成技術
の向上がうかがえます。明るい赤褐色
の地肌に、自然釉が流れ落ちる様は、
中世丹波焼の代表的な姿です。

大壺（鎌倉時代）
所蔵：丹波古陶館

丹波の復興
現代

TAMBA WARE history



　織豊時代から江戸時代へと変わった慶長年間頃、新たな

作窯の技術がもたらされた。下立杭に最初の登窯跡が発見さ

れている。十分な発掘調査ができていないため、構造は明確

でないが、窯の長さ52メートル、焼成室の幅は約1.6メートルで、

窯の規模としては現在と変わらなかったようである。江戸

時代には座方による経営が行われ、

一時期、庄屋の園田家が経営した頃

の文書が残されている。嘉永5（1852）年

に記された「多紀郡明細帳」（関西大学

蔵）からは、上立杭村に3基、下立杭村

に4基、釜屋村に3基あったことがわ

かる。また、明治6（1873）年の「上立杭村見取図」、「下立杭村見

取図」、「立杭村乃内釜屋分」（篠山市立歴史美術館蔵）には地図上

にそれぞれの窯の位置が記されており、先の明細帳の記述と

合致している。これらの窯はその後も使われていたことから、

窯は江戸時代後期には現在と同じ形状をしていたと考えら

れる。共同経営の窯から個人経営の窯となった今でも、基本的

な構造は変わらない。伝統的な作窯技術が頑なに受け継が

れているのである。丹波焼の登窯は、他の産地にはない独特

の形状をしており、その作窯技法が国の記録作成等の措置を

講ずべきものとして選択された無形文化財になっている。

頑なに受け継がれた丹波窯
河野 克人

篠山市地域コミュニティ課
課長補佐（元今田町文化財担当）

丹波焼の魅力、その可能性

「上立杭村見取図」（部分）

TAMBA WARE essay
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面　積：258.14 km²

総人口：34,671人　※平成31（2019）年1月現在

名　産：窯業、備前カレー、イチジク、焼アナゴ、マス
カット、カキオコ（牡蠣のお好み焼き）、牡蠣

昭和26（1951）年に伊部町と片上町が合併し、備前町
となったのが由来。近代以降は三石、片上地区が全国
でも有数の耐火煉瓦の生産地だった。公立としては
世界最古の庶民教育学校とも呼べる、旧閑谷学校が
現存し、楷の木のシーズンには多くの観光客で賑わう。

岡山県備前市
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about

　岡山県の南東部に位置する備前市は、瀬戸内海に

面した温暖な気候で、岡山県三大河川のひとつで

ある吉井川と、山口から畿内へ至る山陽道が交差

する、物流の点でも優れた地域。この土地で生ま

れた備前焼は、平安時代末に熊山の麓で碗や皿、瓦

などを生産しはじめたことが起源とされています。

また、備前市の西部、流紋岩でできた不老山、医王

山、榧
かやはら

原山に挟まれる伊部地区で、山々から流出した

山土の一部が堆積した「干
ひよ せ

寄」と呼ばれる良質な

土を入手できたことも、やきものが営々と焼かれた

背景のひとつでしょう。初期の備前焼は熊山の山中

で焼かれていましたが、備前焼の人気にともない

窯の大型化や運搬の利便性をとって里へ降り築窯。

安土桃山時代には、備前焼の陶工たちによって指導

されたとみられるやきものが、加賀、豊岡、丹波篠山、

舞鶴、柳井でつくられており、その後に備前焼の形を

模した製品が出回るようになります。このことから、

当時すでに備前焼としてのブランドが確立されて

いたことがわかります。また江戸時代に入ると、岡山

藩主・池田光政によって燃料や材料が下げ渡され、

名工が「御細工人」に任じられるなど、藩も備前焼の

発展に力を入れていました。天保2（1831）年、備前で

はじめての連房式登窯が開窯され、その後も改築を

繰り返しながら昭和15（1940）-昭和16（1941）年頃

まで使用されていたと言われています。

about
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BIZEN WARE

8 9旧閑谷学校 備前焼まつり

岡山藩主・池田光政による日本最古の公立学
校。約5万枚の備前焼の瓦が使用されている。

無形文化財 備前焼の製作技術 3 4備前焼熊山古窯跡群

高度成長期「備前焼中興の祖」金
かねしげとうよう

重陶陽が人
間国宝になり多くの作家が生まれた。

伊部の北、熊山山中に点在する窯跡群で、鎌倉
時代から室町時代のもの17基が市指定史跡に。

備前焼のまち・伊部で、毎年10月第3日曜日
とその前日の土曜日開催。

1.焼物の里の文化的景観

2.備前焼の焼成技術

3.無形文化財 備前焼の製作技術

4.備前焼熊山古窯跡群

5.備前陶器窯跡「伊部南大窯跡」
　「伊部北大窯跡」「伊部西大窯跡」

6.小幡山 長法寺・天津神社

7.備前焼狛犬

8.旧閑谷学校

9.備前焼まつり

 日本遺産構成文化財

374
2 260

397

高松山

愛宕山

備前 I.C

和気 I.C

伊部駅

備前片上駅

瀬　戸　内　海

伊里駅

衣笠山

山陽
自動
車道

8

4
6

9
12

5 7
3
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すく、燃料になるアカマツ林が広く発達

するという特徴があります。その流紋岩

から生成される山土（粘土）や平野部下層

に堆積した田
たつち

土が備前焼の原料となり、

独特の味わいを器表に描き出します。

室町時代に流通した大甕は、棒状の

粘土を積み上げて成形したもので、堅

牢な容器として液体を貯蔵するのに

適し、山城や寺などで多量に消費され

ました。重ねて焼成するのに堅緻に焼き

締まる擂鉢は、穀物を粉にする粉食の

食生活に適するなど、用具として抜群

の機能性を持っていました。擂鉢、壺、

甕の需要が縮小した江戸時代以降で

は、宮獅子、布袋・恵比須などの置物を

　6世紀頃より瀬戸内市内の邑
お く

久古窯

跡群で連綿とつくられていた須恵器

の生産が終わる平安時代後期、それに

呼応するかのように伊部地域で生産

が開始されるのが備前焼です。中世後

半、擂鉢などの堅牢さが多くの需要を

生み、さらには安土桃山時代、焼締に

よる素朴で簡素な風合いが茶人に好ま

れました。釉薬を使わないことによって

器表に表れるさまざまな「窯
ようへん

変」は、現

在まで多くの愛好家を生んでいます。

生産地備前は、市域総面積の2/3が

山地です。その地質は流紋岩や石英斑

岩などで構成されています。流紋岩は、

花崗岩地域に比べて樹木が再生しや

どべ鉢で粘土の水分を抜く

高さ1.5メートルの宇佐八幡宮備前焼
宮獅子阿形（日本遺産認定時）

熊山山中の松

型で多量につくる技術を特化させ、近

代以降は陶芸家・金重陶陽によって復

興された桃山陶が調度品として愛好

され、昭和バブル期の威信財（持つことに

価値を見出す）として、マーケット規模が一

気に拡大。しかし、常に隆盛ではなく、

時代によって浮き沈みはありました。

現在、伊部地域では、平安から明治時代

にかけての、100ヶ所以上の窯跡が確認

されています。

小皿も重ね焼き（平安時代末期）

南大窯全景上空写真

ストックされている備前焼を焼く田土（ひよせ）
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備前焼のはじまり
平安時代末期

集約される生産の場
室町時代末期

窯場が3ヶ所に集約され、組織化した生
産がされるようになります。榧原山北側
山裾、不老山の南山裾、医王山の東山裾、
それぞれの窯場は現在、伊部南大窯、
伊部北大窯、伊部西大窯と呼ばれ、国指
定史跡「備前陶器窯跡」として一体的に
保護されています。

大量生産されるやきもの
室町時代

平野部の山裾近くに30メートルを超える
ような窯を築き、擂鉢などを大量に生
産。西日本の遺跡では、必ず見つかると
いうほど、流通していました。昭和 43

（1968）年に調査された不老山東口窯跡
では、ひとつの窯跡で天箱1,700箱分の
擂鉢・壺片が出土しています。

この頃、連房式登窯（当時は融通窯と呼ばれ
る）を3基導入。大窯の非効率に対して、
コスト重視の窯で、3基のうち1基は昭
和16（1941）年頃まで使用されました。生
産された角徳利、人形徳利は、鞆

とも

（広島県

福山市）の保命酒の容器として大量に
用いられています。

伊部平野部の山裾・中腹にて、全長10

メートル前後の窖
あながま

窯で、甕、椀、小皿、擂
り目のない鉢、瓦を焼いたのが備前焼の
はじまりです。今の赤褐色とは違って、
須恵器の灰色のような色合いのものが
多く焼成されました。東播磨、西播磨の
影響も受けたとも言われています。

医王山東麓2号窯跡 伊部西大窯跡上空から伊部南大窯跡を見る

茶の湯に重用される
安土桃山時代

釉薬を使わない器表の枯
こた ん

淡の風合が、
多くの茶人に好まれました。茶事では、
南蛮などの写しとして、華やかな世相と
は対照的なやきものとして、信楽焼と
ともに、早くから用いられました。天下人
秀吉も、備前焼の大甕に眠っていると
言われています。

出土した辣韮型の徳利

市指定建造物天保窯不老山東口窯跡から出土した擂鉢

西日本への流通
鎌倉時代末期

器表が赤褐色になるにつれ、窯も大型
化、西日本各地に流通しはじめます。鉢
は擂り目のあるものが主流になります。
壺、甕とともに、擂鉢は当時の粉食に対
応した調理用具として生産量が拡大し
ていきます。標高400メートルを超える
場所でも窯跡が見つかっています。

医王山東麓1号窯跡

融通窯で技術革新
江戸時代末期

history



BIZEN WARE

　伊部南大窯の前に立つ。小高い山が数ヶ所眼前に迫る。視点を

合わせると、それは膨大な陶器の破片だということがわかる。

山と山の間には、凹んだところがあり、それが窯だろうと推測

する。凹みの前面に立ち、その長軸をすべて視界に入れるため

引いてみると、凹みの長さは50メートルを超えそうである。大

窯である。筆者は、平成12（2000）年頃から10年ほど、この窯跡の

発掘調査担当者だった。昭和18（1943）年頃、先学によって部分

的に調査され、その後も詳細な地形測量が行われた。その成果は

報告書等によって知ることができる。2000年頃、新たな調査に

着手した経緯はさまざまあるが、この膨大な陶片の山、長大と

思われる窯跡、隔絶された感覚に潰されそうにもなった。発掘

調査によって東側の窯は、全長53 . 8メートル、最大幅5.5メー

トル、中軸線状に30数本以上の土の柱を配置し天井を支える

特異な単室の構造だと判明。膨大な陶片の山も、5メートルほど

掘り下げたが、崩落危険のため中止した。事前の地中レーダー

では、深さが10 数メートルにも及ぶという。今、やっと、窯跡群

の整備計画が着手されている。発掘調査がはじまって20年弱。

巨大な窯跡をどうするか、今を生きるヒトが、真摯に、20年後を

想像して、作業を進める時がきている。大窯の行方に向けて、

話し合い、さまざまな案を出し合う、そして何かを生み出そうと

する、そういう思いこそ大切にしたい。

備前大窯の行方

石井 啓
備前市教育委員会文化振興課 参事

備前焼の魅力、その可能性

essay
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六
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荒川  正明
学習院大学文学部 教授中世の壺と瓶

ー「宝瓶」としてのイメージ

六古窯を美術の視点で見る

　私はこの拙稿のなかで、中世陶器の壺や瓶に、仏教美術でい

われる「宝瓶」のイメージを読み取りたいと思う。では「宝瓶」とは

いったい何か。「宝瓶」の源流を辿ってみると、少なくとも4～6世

紀頃のインド・グプタ朝彫刻などに見られる瓶にまで遡る。これは

生命の根源となる聖水をたたえた瓶で、あらゆるものを生み出す

エネルギーの源とされるものだ。

　「宝瓶」はインドから中国に東伝、北魏時代の龍門石窟などに

彫られ、瓶からは蓮が生え渦巻き状の唐草になり、蓮花から新たな

仏が誕生する（蓮華化生）。要するに、「宝瓶」は生命の根源としての

水、そして蓮は豊穣多産をそれぞれ象徴するのである。さらに、「宝

瓶」のイメージは仏教とともに日本へも伝播し、例えば、飛鳥時代の

「百済観音」（法隆寺蔵）の持つ水瓶のように、衆生を救う観音さま

の持物ともなる。私はこの古代の「宝瓶」のイメージが、中世陶器の

壺や瓶にも流れ込んでいると考えている。

　さて、平安時代後期、つまり日本の中世陶器の萌芽期における壺

や瓶など袋物製品の流行の背景を考える上で、法華経信仰の在り

方をみていく必要があるだろう。それは、法華経の経典には「写経・

造塔・造仏といった行いは功徳が絶大であり、人々の悟りに直接

結びつく」という思想が語られていたからである。

　仏事に力を注ぎ込むことは善行である、という理論的根拠が法華

経によって与えられ、いわば芸術至上主義のような造形活動が「善

行」として社会から評価された。法華経を紐解いてみると、浄土と

もされる仏国土での「宝瓶」に関する記述が認められるのである。

「薬王菩薩本事品第二十三」のなかでは、以下のことが記されている。

つまり仏の国には「宝瓶」と香炉が満ちていること。さらには、仏の
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舎利を納めるために八万四千の塔と、同じ数の「宝瓶」が求められた

ことである。

　中世窯が勃興した院政期、愛染王法という秘密修法に活かされた

「愛染明王図」※1のなかに、「宝瓶」が盛んに描かれている。ほとんど

の愛染明王は、じつは「宝瓶」から生まれ出ているのである。そし

て、愛染明王を生んだ「宝瓶」の口からは、他にも宝珠や巻貝などの

宝物が、次々に溢れ出ている。南北朝時代のこの版本「愛染明王図」

の場合、「宝瓶」が梅瓶（瓶子）形を成している点も興味深い。

　ところで、中世の壺や瓶には、その肩部から胴部にかけて、自然釉が

流れているものが多い。この釉の流れは、当時どのようなイメージを

もって眺められていたのであろうか。「宝瓶」のイメ－ジのひとつに、

その中からいのちの源である精気や妙なる宝物が、尽きることなく

溢れ出てくるというものがある。妙なる「宝瓶」のように、おめでたい

ものがどんどん湧き出るイメージをもつうつわとして、「酒壺」にも

注目してみたい。

　謡曲「猩々」にあらわされた「酒壺」は、中世人たちの「酒壺」に

対して抱いたイメージをじつに生き生きと伝えている。「猩々」は、

唐土・揚子の里の高風（ワキ）という親孝行な酒売りのもとへ、海中に

棲む妖精である猩 （々シテ）が現れて、酒に酔いつつ舞い戯れた後、

汲んでも尽きない「酒壺」を与えて祝福するという祝言物の曲である。

　このような「汲むめども尽きぬ酒壺」のイメージは、時代を経て

様々な広がりをもつことになる。近世に入る例ではあるが、鍋島焼の

「色絵壺に流水文皿」※2では、二つの壺から酒とも目される液体が

尽きることなくどんどんあふれ出し、泉をなしている様子を描いて

いる。ここに挙げたような、「宝瓶」が湧出させるエネルギーを表象

するものとして、瓶や壺の口部や肩、胴に流れる自然釉が注目された

のではないだろうか。

　瓶の口から肩、胴へと流れ出る釉の流れは、水や酒ばかりでなく、

時として生命の根源である妙なるエネルギーのようなものとも見

做されたのではないか。平安時代前期に遡る愛知県の渥美窯産の

「秋草文壺」※3には、灰釉が滝のように流れている。このような釉の

流れは、その後近世に登場する茶道具の景色（例えば、茶入における

釉の流れ）にまで受け継がれていくと私は考えている。

※1　愛染明王図（南北朝時代）

※2　色絵猩々壺文皿 鍋島様式（17世
紀後期）

※3　渥美窯 秋草文壺（平安時代後期
／12世紀） 慶応義塾大学

荒川  正明（あらかわ・まさあき）
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『板谷波山の生涯』（河出書房新社／2001年）、『やきものの見方』（角川選書／2004年）、『やきもの
の楽しみ方』（池田書店／2009年）、『日本美術全集10  黄金とわび（桃山時代）』（小学館／2014年）。



76　　77

井上 喜久男（いのうえ・きくお）
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中世六古窯への誘い
井上 喜久男
元愛知県陶磁資料館 館長補佐

　現在、日本の中世窯は、北は岩手県から南は鹿児島県徳之島まで

87箇所の窯業地が確認されている。しかし、第二次大戦前までは

瀬戸・常滑・信楽・丹波・備前の五古窯の活動が知られているに過ぎ

なかった。小山冨士夫は昭和17年に中世まで遡る越前窯を確認し、

既存の五古窯に越前窯を加えて六古窯の構想を固め、第二次大戦後

に中世窯を「日本六古窯」、「中世六古窯」あるいは単に「六古窯」の

名称で呼ぶことを提唱した。

　その後、満岡忠成により六古窯は製陶の伝統が現代までも及んで

いる窯業地であるとの定義付けが行われた。

　その六古窯は施釉陶器の瀬戸窯と焼締陶器の常滑・信楽・越前・

丹波・備前の五古窯に分かれ、瀬戸窯の灰釉・鉄釉の釉陶美と五古窯

独特の窯変の焼肌が特徴である。瀬戸窯は武士・寺社・富裕農民層の

高級施釉陶器の志向に応じて中国陶磁を祖形としながら作陶が行わ

れ、その施釉陶器は粘土紐輪積み成形によって瓶子や水注・四耳壺

などが造形され、器面の印花文・画花文・貼花文に灰釉および鉄釉の

厚い光沢釉が掛けられ、装飾文様と濃淡の乱れある釉調と相まって

変化に富んだ釉色の彩りとなり、錦を見るような感覚と躍動感ある

力強さを醸し出している。中心的な器種は神前に奉納する御酒器の

瓶子、型耳の四耳壺、手付水注、袴腰形と筒形の香炉、細頸形と尊式の

仏花瓶、中国青瓷の酒会壺を模倣した広口壺などが印花・画花・貼花の

各種装飾で施され、紐造り成形による和様化した形姿を造り出し、ま

た、喫茶の流行による轆轤水挽き成形の天目・茶入が焼造されている。

　他方、五古窯の焼締陶器は壺・甕・大平鉢を中心とした焼成器種

で、貯蔵容器を主として中世社会の需要に応じて下支えしている。

その焼締陶器は在地特有の陶土が炎の魔力によって七変化し、薪

燃料の降灰が熔けて自然釉が掛かり、常滑・越前窯は褐色の地肌に

淡緑色の自然釉、信楽窯は白色長石粒が吹き出した赤褐色混じりの

褐色地肌に黄緑色の自然釉と釉際の焦げ、丹波窯は光沢のある

明褐色地肌に淡緑色の自然釉、備前窯は赤黒い地肌の黒光りや黄白

濁斑の降りかかった自然釉が特徴であり、それぞれ窯変による変化に

富んだ焼肌が魅力である。

　それらの焼締陶器は粘土紐の輪積み成形によって造形されている

ことから焼き上がりに歪みのある器形への変化が観られ、さらに

火表には肩から胴部に自然釉が掛かった部分と無釉地肌との片身替

わりの器面が現出して器面に彩りが生じた。それらの自然釉と地肌の

片身替わり及び歪みを伴う焼締陶器は、中世陶器の基本的な造形の

特徴となり、美術的鑑賞の対象とする意識を芽生えさせて15世紀末

以後の茶の湯の花入・水指などの造形に取り入れられた。その造形は

轆轤成形された円筒を押圧して三角や四方の歪みを施し、箆目を

巡らして轆轤目と交錯させて器面に変化を求めるなど成形段階

から作意を凝らした茶道具の形姿に繋がっている。

　六古窯の中で、海岸に近い常滑・越前・備前の各窯は海路を利用し、

常滑窯は太平洋沿岸域に、越前窯は北陸から北海道までの日本海沿

岸域に、備前窯は瀬戸内から紀伊半島南岸域にそれぞれ販路を拡大し

た。また、内陸部に位置する信楽・丹波の二窯は、陸路輸送を主として

在地周辺域の需要に応じ、京都などの都市需要を求めている。

　瀬戸窯は中世唯一の施釉陶器産地として君臨し、常滑・信楽・

越前・丹波・備前の五古窯は在地の粘土の特性に合わせた成形お

よび焼成技法が工夫され、貯蔵容器としての性格を持ちながらも

それぞれ美術的に独特の形姿を持っており、個性豊かな中世陶器の

魅力を発揮している。

六古窯を考古の視点で見る
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本ガイドブックを読み、六古窯をさらに多様な視点で
深めたい人に向けて、8冊の参考図書を紹介します。

編纂：矢部良明

『角川日本陶磁大辞典　普及版』
株式会社KADOKAWA、2011年

縄文土器からはじまる、六古窯成立までとその後
の日本陶磁史の系統図を記載。また、日本の古窯
分布図が古墳・奈良時代から年代別に記され、
中世の六古窯以外の窯の分布を確認できる。

神崎宣武

『やきもの紀行 窯場からのリポート』
未来社、1984年

民俗学者による、やきものの産地を徹底的に歩
いて、見て、聞いたさまざまな事実の記録。六古窯
では、備前、丹波、常滑、瀬戸の記録が掲載されて
おり、産地の息づかいをも感じることができる。

加藤唐九郎

『原色陶器大辞典』
淡交社、1972年

現代陶芸の第1人者である加藤唐九郎が晩年に
作陶の手を止め仕上げた、氏の渾身の1冊。当時
の最高水準の専門家12名の協力を得て、技術・
史実・鑑賞といった、やきものについてのあらゆる
事柄をまとめ上げた大辞典。

神崎宣武

『やきもののはなし』
さ・え・ら書房、1982年

小学生向けの入門書。歴史、つくられ方、文化的
な役割など、身近なやきものについて誰もがわ
かりやすく学べる良書。良いやきものを選んで
使うことを勧める著者のメッセージが心に響く。

小山冨士夫

『小山冨士夫著作集（中） 日本の陶磁』
朝日新聞社、1978年

六古窯の各産地に関する紀行文を収録。日本六
古窯という名称について「当時の大きな製陶
センターという点では間違っていない」と記す、
赤裸々な語り口も絶妙。

矢部良明

『日本陶磁の一万二千年』
平凡社、1994年　※版元在庫切

縄文時代から昭和時代まで、変化していく
日本の状況とやきものの関係を紐解く1冊。
第4章「市民の時代の陶器」にある各古窯の
考察は、本書と合わせて読んでみてほしい。

監修：楢崎彰一

『古窯の譜 中世のやきもの 六古窯と
その周辺』
MIHO MUSEUM、2010年

中世の六古窯と、ほか窯業地のやきものを一堂に
集め全国巡回した、展示会の図録。特に、石川県
能登半島の珠洲窯、愛知県渥美半島の渥美窯の
やきものは実物を見ずにはいられなくなった。

監修：小山冨士夫

『別冊 歴史手帖No.2 特集・日本やき
もの史』
名著出版、1974年

六古窯を提唱した小山冨士夫氏監修の1冊。
本プロジェクト始動にあたり、小山氏が手がけ
た本書の構成と、その思想を託された人々の
言葉を参照し、大きな方針を探った。
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